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　５月 26 日（日）に梅小路公園芝生広場において、下京区民グラ

ウンドゴルフ祭が 60 チームの参加のもと開催されました。上位の

結果は、以下のとおりです。

【優　勝】　安寧体育振興会
【準優勝】　光徳体育振興会
【３　位】　七条体育振興会
【４　位】　大内体育振興会
【５　位】　西大路体育振興会

下京区体育振興連合会　創立60周年記念事業
下京区民グラウンドゴルフ祭の結果について

　

夏
の
夜
、
耳
障
り
な
蚊
の
羽
音

で
安
眠
を
妨
げ
ら
れ
た
り
、
散
歩

中
に
蚊
に
刺
さ
れ
た
り
し
て
不
快

に
思
わ
れ
た
方
は
多
い
と
思
い
ま

す
。

　

ま
た
、
蚊
が
媒
介
す
る
い
ろ
い

ろ
な
感
染
症
を
防
ぐ
た
め
、
身
近

な
と
こ
ろ
か
ら
蚊
対
策
を
始
め
ま

し
ょ
う
。

蚊
の
一
生

　

卵
は
２
～
３
日
で
ふ
化
し
、
幼

虫
（
ボ
ウ
フ
ラ
）
に
な
り
ま
す
。
７

～
10
日
ほ
ど
か
け
て
サ
ナ
ギ
（
オ

ニ
ボ
ウ
フ
ラ
）
に
な
り
、
そ
の
２

～
３
日
後
に
は
成
虫
に
な
り
、
約

１
か
月
生
存
し
ま
す
。
発
生
源
の

近
く
で
潜
伏
し
、
夜
な
ど
に
活
発

に
吸
血
活
動
し
ま
す
。

成
虫
対
策
よ
り
発
生
源
対
策
を

　

蚊
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
蓋
の

よ
う
な
ち
ょ
っ
と
し
た
た
ま
り
水

に
も
卵
を
産
み
ま
す
。

　

次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
て
、
家

の
周
り
を
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

●�

屋
外
の
不
要
な
容
器
類
は
取
り

除
き
ま
し
ょ
う
。

●�

植
木
鉢
の
受
け
皿
に
溜
ま
る
水

を
無
く
し
ま
し
ょ
う
。

●�

放
置
の
空
き
缶
、
空
き
瓶
を
無

く
し
ま
し
ょ
う
。

●�

ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
等
の
た
る
み

に
溜
ま
る
水
を
無
く
し
ま
し
ょ

う
。

●�

ブ
ロ
ッ
ク
穴
に
水
が
溜
ま
ら
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●�

防
火
バ
ケ
ツ
の
水
は
、
定
期
的

に
交
換
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
排
水
ま
す
等
は
定
期
的

に
清
掃
し
て
水
の
流
れ
を
良
く
し
、

蚊
が
卵
を
産
み
に
く
い
環
境
に
し

ま
し
ょ
う
。

　

発
生
源
が
な
く
な
れ
ば
効
果
は

ず
っ
と
続
き
ま
す
。

　

成
虫
に
対
す
る
殺
虫
剤
使
用
は

一
時
的
に
は
効
果
が
あ
り
ま
す
が
、

発
生
源
を
な
く
し
、
蚊
の
幼
虫(

ボ

ウ
フ
ラ)

を
発
生
さ
せ
な
い
こ
と
が

一
番
効
果
的
で
す
。

　

な
お
、
市
販
の
殺
虫
剤
・
虫
除

け
剤
は
使
用
上
の
注
意
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

問　

衛
生
課（
☎
371
・
７
２
９
８
）

蚊
に
は
ボ
ウ
フ
ラ（
幼
虫
）対
策
が

効
果
的
で
す

　

暑
さ
が
厳

し
く
な
る
季

節
で
す
。
今

回
は
熱
中
症
の
Ｑ
＆
Ａ
で

す
。

Ｑ　

熱
中
症
と
は
？

Ａ　
「
体

の

中

と

外

気

温

の

”
あ

つ

さ

“

に

よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ

る
体
の
不
調
の
こ
と
」

と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
例
を
あ
げ

ま
す
と
…

・�

炎
天
下
で
ス
ポ
ー
ツ
や

仕
事
を
し
て
い
た
。

・�

高
温
多
湿
の
室
内
で

ク
ー
ラ
ー
な
ど
を
使
用

し
て
い
な
か
っ
た
。

　

な
ど
、
屋
内
、
屋
外
を

問
わ
ず
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
京
都
市
内
に
お
い

て
熱
中
症
で
救
急
搬
送
さ

れ
た
方
の
約
50
％
は
屋
内

で
発
生
し
て
い
ま
す
。

Ｑ　

熱
中
症
で
は
ど
の
よ

う
な
症
状
に
な
り
ま
す

か
？

Ａ　

大
量
発
汗
、
め
ま

い
、
頭
痛
、
吐
き
気
、
倦

怠
感
、
意
識
障
害
、
け
い

れ
ん
な
ど
を
起
こ
し
、
最

悪
の
場
合
死
に
至
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

Ｑ　

熱
中
症
を
発
症
し
や

す
い
人
は
？

Ａ�　
・
体
内
の
水
分
量
が

少
な
い
高
齢
者

・�

体
内
の
温
度
調
整
機
能

が
未
熟
な
幼
児

・�

睡
眠
不
足
な
ど
で
体
調

が
す
ぐ
れ
な
い
方

　

昨
年
京
都
市
内
に
お
い

て
熱
中
症
で
緊
急
搬
送
さ

れ
た
方
の
お
よ
そ
半
数
が

65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
す
。

Ｑ　

熱
中
症
の
予
防
法

は
？

Ａ�　
・
こ
ま
め
な
水
分
補

給
が
必
要
で
す
。
発
汗

に
よ
っ
て
水
分
と
共
に

塩
分
も
失
わ
れ
て
い
る

の
で
、
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ

ン
ク
な
ど
で
塩
分
も
合

わ
せ
て
補
給
し
ま
し
ょ

う
。
寝
る
前
や
お
風
呂

に
入
る
前
に
も
水
分
補

給
を
！

・�

ク
ー
ラ
ー
や
扇
風
機
を

上
手
に
活
用
し
て
、
高

温
多
湿
に
な
ら
な
い
環

境
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

・�

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事

と
十
分
な
睡
眠
で
暑
さ

に
負
け
な
い
体
力
を
作

り
ま
し
ょ
う
。

Ｑ　

熱
中
症
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
ら
？

Ａ�　
・
屋
外
に
い
れ
ば
、

す
ぐ
に
日
陰
な
ど
涼
し

い
場
所
に
移
動
し
ま
す
。

・�

衣
服
を
緩
め
、
風
を
送

り
、
ぬ
れ
タ
オ
ル
な
ど

で
首
や
脇
を
冷
や
し
ま

す
。

・�

ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
な

ど
で
水
分
や
塩
分
を
補

給
し
ま
す
。

・�

意
識
が
な
い
、
反
応
が

お
か
し
い
と
き
に
は
た

め
ら
わ
ず
に
救
急
車
を

呼
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

熱
中
症
対
策
を
万
全
に

し
て
、
こ
の
夏
を
乗
り
切

り
ま
し
ょ
う
。

問　

下
京
消
防
署

　
　

（
☎
361
・
４
４
１
１
）

　

京
都
市
立
洛
友
中
学
校
は
、
不
登

校
を
経
験
し
、
そ
れ
を
克
服
し
よ
う

と
す
る
昼
間
部
と
、
様
々
な
理
由
に

よ
り
学
齢
期
に
義
務
教
育
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
夜
間
部
の
生

徒
が
、
ふ
れ
あ
い
学
び
合
う
、
全
国

で
唯
一
の
学
校
で
す
。

　

６
月
６
日
、
そ
の
洛
友
中
学
校
に

お
い
て
、
同
校
に
通
う
夜
間
部
の
生

徒
42
名
と
兵
庫
県
宍し

そ

う粟
市
立
千ち

く

さ種
小

学
校
の
６
年
生
31
名
に
よ
る
交
流
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

30
歳
代
か
ら
80
歳
代
ま
で
幅
広
い

年
齢
の
夜
間
部
生
徒
の
皆
さ
ん
が
、

小
学
６
年
生
の
児
童
と
一
緒
に
な
っ

て
、
社
会
や
算
数
、
国
語
な
ど
を
学

び
、
真
剣
な
な
か
に
も
笑
顔
で
楽
し

そ
う
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
姿
が
と

て
も
印
象
的
で
し
た
。

　

最
後
は
、
千
種
小
学
校
の
児
童
の
皆

さ
ん
か
ら
歌
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
、

そ
の
元
気
で
心
に
響
く
歌
声
に
夜
間
部

の
生
徒
の
皆
さ
ん
は
、
口
々
に
「
ま
た

明
日
か
ら
勉
強
す
る
元
気
を
も
ら
え

た
。」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

洛
友
中
学
校
の
岡
田
敏
之
校
長

は
、「
年
齢
や
国
籍
な
ど
に
関
わ
ら

ず
、
自
ら
の
意
思
で
学
校
に
通
う
と

い
う
『
学
び
の
原
点
』
が
こ
こ
に
あ

り
ま
す
。
こ
の
学
校
の
存
在
を
も
っ

と
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た

い
。」
と
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

けすぞう君のＱ＆Ａ 熱中症を予防しよう！

　

下
京
区
の
各
方
面
で
活
躍
さ

れ
て
い
る
方
々
に
仕
事
や
下
京

へ
の
想
い
な
ど
を
伺
う
連
載
で

す
。

　

今
回
は
、
来
年
の
祇
園
祭
の

山
鉾
巡
行
で
150
年
ぶ
り
の
復
興

を
目
指
し
「
大
船
鉾
」
の
再
建

を
進
め
て
お
ら
れ
る
四
条
町
大

船
鉾
保
存
会
理
事
長
に
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。

Ｑ
こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ�

大
船
鉾
は
、
幕
末
の
蛤
御
門
の
変
に
お
い

て
山
鉾
本
体
を
焼
失
し
ま
し
た
。
以
後
、

宵
山
に
懸
装
品
を
お
飾
り
す
る
居い

祭ま
つ
り

を
130

年
余
り
継
承
し
て
き
ま
し
た
が
、
住
宅
事

情
が
変
わ
り
、
町
家
の
多
く
が
ビ
ル
に
な
っ

た
こ
と
や
、
町
内
の
人
々
の
高
齢
化
な
ど
に

よ
り
、
平
成
７
年
に
は
、
こ
れ
ま
で
続
け
て

い
た
そ
の
居
祭
も
神
事
行
事
だ
け
を
残
し

中
止
に
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

�　

こ
の
時
、
こ
の
ま
ま
で
は
町
内
か
ら
祭
事

が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
と
い
う
危
惧

の
声
が
あ
が
り
、
若
手
有
志
に
よ
り
お
囃

子
の
復
興
が
提
唱
さ
れ
、
今
で
は
約
40
人

に
よ
る
お
囃
子
の
演
奏
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
復
興
へ
の
転
機
は
？

Ａ�

平
成
19
年
に
、
大
船
鉾
の
装
飾
品
121
点

が

有
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
だ
ん
だ

ん
関
心
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
最

も
大
き
な
転
機
は
、
平
成
22
年
に
、
大
船

鉾
を
含
む
「
京
都
祇
園
祭
の
山
鉾
行
事
」
が

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
こ

と
で
す
。
こ
れ
ま
で
復
興
に
消
極
的
で
あ
っ

た
皆
さ
ん
も
、
積
極
的
に
手
を
貸
し
て
く
れ

る
よ
う
に
な
り
、
復
興
へ
の
機
運
が
一
気
に

高
ま
り
ま
し
た
。
今
は
、
山
鉾
焼
失
か
ら
150

年
目
の
節
目
の
年
に
当
た
る
来
年
を
め
ど
に

再
建
を
目
指
し
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

Ｑ�

山
鉾
再
建
に
は
い
ろ
い
ろ
な
ご
苦
労
が
あ

っ
た
の
で
は
？

Ａ�

大
船
鉾
の
再
建
は
、
多
く
の
方
の
ご
支
援
に

よ
り
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
胴
体
の
木
部
は

京
都
青
年
会
議
所
様
、
制
作
中
の
屋
形
は
京

都
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
様
に
ご
寄
付
い
た
だ

き
ま
し
た
。
車
輪
と
車
軸
な
ど
は
菊
水
鉾
様

か
ら
譲
り
受
け
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
多
く

の
ご
寄
付
や
ご
協
力
を
受
け
て
い
ま
す
。
ま

た
、
昨
年
の
唐か

ら

櫃ひ
つ

巡
行
（
※
御
神
面
を
唐
櫃

に
お
さ
め
て
巡
行
す
る
）
で
は
、
沿
道
か
ら

復
興
を
心
待
ち
に
す
る
多
く
の
温
か
い
ご
声

援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
町
衆
の
祭
で
あ
る

祇
園
祭
に
ふ
さ
わ
し
く
、
町
衆
の
力
に
よ
っ

て
再
建
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
、
う
れ
し
く

思
い
ま
す
。

Ｑ�

最
後
に
理
事
長
に
と
っ
て
の
祇
園
祭
の
魅

力
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ�

こ
の
ま
ち
に
生
ま
れ
育
っ
た
者
と
し
て
、

そ
の
時
期
が
来
る
と
思
わ
ず
血
が
騒
ぐ
、

伝
統
と
言
え
ば
そ
れ
ま
で
で
す
が
、
強
く

ひ
か
れ
る
何
か
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
住

む

者

と

し

て

誇

り

に

も

思

い

ま

す

し
、

こ

れ

か

ら

も

ず
っ
と
残
し

て

い

き

た

い
で
す
ね
。

京都市市民憲章推進者 市 長 表 彰
下京区から14名２団体が表彰されました

はばたけ未来へ！あらゆる京都の力を合わせて
～「京都に住んでいてよかった」と感じる魅力あふれるまちづくり～（平成 24 年の推進テーマ）

表彰を受けられた皆さん 　

６
月
４
日
に
ひ
と
・
ま
ち
交
流
館
で
、
平
成
25
年
京

都
市
市
民
憲
章
推
進
者
表
彰
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

京
都
市
で
は
、
毎
年
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
市
民
憲
章

を
率
先
し
て
実
行
さ
れ
、
特
に
市
民
の
規
範
と
な
る
熱

心
な
活
動
な
ど
に
対
し
て
、
毎
年
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　

下
京
区
か
ら
は
、
福
祉
活
動
、
安
心
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
、
美
化
活
動
な
ど
に
ご
尽
力
さ
れ
た
14
名
２
団
体

の
方
々
が
門
川
市
長
か
ら
の
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
で
は
、

高
齢
の
方
や
障
害
の
あ
る
方
が
住

み
な
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

『
生
活
支
援
員
』
が
家
賃
・
公
共

料
金
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
料

な
ど
の
銀
行
払
戻
し
と
支
払
い
、

日
常
の
困
り
ご
と
を
受
け
と
め
る

等
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

『
生
活
支
援
員
』
は
、
月
１
回

～
４
回
程
度
（
１
時
間
半
程
度
）

の
活
動
を
行
い
ま
す
。
下
京
区
社

会
福
祉
協
議
会
で
は
、
こ
の
事
業

の
利
用
を
希
望
す
る
方
が
増
え
て

き
て
い
る
た
め
、『
生
活
支
援
員
』

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
中
の
支
え
合
い
に
よ
り
、

み
ん
な
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ

う
に
、
あ
な
た
の
力
を
貸
し
て
く

だ
さ
い
！

募
集
期
間

　

７
月
16
日
（
火
）
ま
で

研
修
日
・
時
間

　

７
月
22
日
（
月
）、
31
日
（
水
）、

　

８
月
８
日
（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

※�

全
日
程
の
研
修
受
講
後
、
生
活

支
援
員
と
し
て
登
録
し
、
活
動

を
行
い
ま
す
。

問
・
申
込
み

下
京
区
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
361
・
１
８
８
１
）

『生活支援員』を
募集

西
大
路
消
防
分
団

市
消
防
団
査
閲
で

勇
姿
を
披
露

　

６
月
２
日
、
京
都
市
消
防
活
動
総
合
セ
ン

タ
ー
で
京
都
市
消
防
団
総
合
査
閲
が
行
わ
れ
、

市
内
各
消
防
団
か
ら
11
消
防
分
団
が
出
場
し
ま

し
た
。
下
京
消
防
団
か
ら
は
、
山
口
章
分
団
長

率
い
る
西
大
路
分
団
が
代
表
出
場
し
、
通
常
点

検
と
行
進
訓
練
、
小
型
動
力
ポ
ン
プ
操
法
訓
練

を
実
施
。
山
口
分
団
長
の
的
確
な
号
令
と
西
大

路
分
団
員
の
機
敏
な
動
作
、
力
強
い
訓
練
に
、

多
く
の
来
場
者
か
ら
大
き
な
拍
手
と
、
高
い
評

価
を
受
け
ま
し
た
。

　京都府警察では、４年生以上

の小学生を対象に、「自転車運

転免許証」を交付する自転車教

室を行っています。

　夏休みになれば、自転車に乗

る機会も増えます。ご家庭でも

自転車の安全な乗り方について

話し合いましょう。

問　下京警察署（☎ 352-0110）

　ご家庭での節電を進めるため、京

都市が市民・事業者との共汗で実施

する「家族でお出かけ節電キャンペ

ーン�in�Kyoto」。その取り組みの一つ

として、ひと・まち交流館�京都にお

いて、大会議室をクールスポットとして無料開放し、ア

ニメ・名作映画を上映します。この夏は、ご家族みんな

でひと・まち交流館�京都に出かけませんか。

　６月 10日、区民と行政との協働により取り組

む「下京区基本計画」の推進を図るとともに、

地域力を生かし、一層魅力あるまちづくりを進

めることを目的とした下京区民まちづくり会議

が開催されました。当日は、自治連合会や市政

協力委員、大学、商業者、ＮＰＯ団体など、

様々な分野でまちづくりに関わる方々の出席の

もと、平成 25年度の事業計画などについて意見

が交わされました。

　今回、新たに同会議の名誉顧問に就任された

渡邊会長は「これからも下京区の発展のために

力を尽くしたい。」、また、会長に就任された所

会長は「皆さんと力を合わせて会を運営してい

きます。」とそれぞれ抱負を語ってくださいま

した。

　６月の環境月間にあわせて、下京区

内では、門掃きなどの日常の美化活動

に加え、地域の方々による一斉清掃な

ど環境についての取り組みが行われ、

多くの方が活動に参加されました。

　６月９日に、高瀬川周辺の清掃活動

を行われた菊浜連合会岡本会長は、

「学区の美化活動により、高瀬川のホ

タルの生息域が増えてきている。これ

からも地道に活動を続けていきたい。」

と今後の美化活動についてお話しくだ

さいました。

場所　２階　大会議室　　定員　230名　　申込み　不要
問　�ひと・まち交流館�京都（河原町五条下る東側　市バ
ス「河原町正面」下車）（☎ 354-8711）

もうすぐ夏休み！
自転車を安全に乗りましょう

みんなでひと・まち交流館
京都へ出かけよう！

小型動力ポンプ操法訓練中の
西大路分団優勝された安寧体育振興会の皆様

「自転車運転免許教室」の開催風景

千種小学校の皆さんによる
歌のプレゼント

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
皆
さ
ん

【
個
人
表
彰
】

山や
ま

本も
と　

智ち

え

こ

惠
子
（
格
致
）

林
は
や
し

　
　

豊と
よ

次じ

（
成
徳
）

山や
ま

本も
と　

美み

ち

こ

智
子
（
豊
園
）

木き

村む
ら　

則の
り

子こ

（
開
智
）

髙た
か

田だ　

敏と
し

男お

（
淳
風
）

田た

中な
か　

佐さ

ち

こ

智
子
（
醒
泉
）

飛と
び　

　

信の
ぶ

明あ
き

（
醒
泉
）

森も
り　

　

俊と
し

夫お

（
醒
泉
）

村む
ら

上か
み　

敏と
し

夫お

（
植
柳
）

川か
わ

尻じ
り　

憲け
ん

次じ

（
稚
松
）

金こ
ん

剛ご
う　

勢せ

つ

こ

津
子
（
皆
山
）

三み

輪わ　

慶け
い

子こ

（
皆
山
）

吉よ
し

田だ　
　

工
た
く
み

（
崇
仁
）

村む
ら

山や
ま　

雅ま
さ

子こ

（
西
大
路
）

【
団
体
表
彰
】

学が
っ

校こ
う

法ほ
う

人じ
ん　

常と

き

わ葉
学が

く
え
ん園　

と
き
わ
幼よ

う

稚ち

園え
ん

（
皆
山
）

医い

療
り
ょ
う

法ほ

う

人じ

ん

社し

ゃ

団だ

ん

恵け
い

心し
ん

会か
い　

京
き
ょ
う

都と

武た

け

田だ

病
び
ょ
う

院い

ん

（
西
大
路
）

〈
順
不
同
・
敬
称
略
〉

※１　�市民税の非課税世帯に属する方、生活保護を受給されてい
る方、70 歳以上の方などは、証明書を提示または提出され
ると費用が免除されます。

※２　�郵便番号・住所・氏名・生年月日・性別・電話番号を記入
し、受診される日の 15 日前までに京都予防医学センター
大腸がん検診係（〒 604-8491　中京区西ノ京左馬寮町 28）
に郵送してください。

問��健康づくり推進課成人保健・医療担当（☎ 371-7292）

検診名 対象年齢 内容 費用 申込み

胸
部
検
診

結核 15歳
以上 問診、胸部X線撮影 無料 当日会場で

直接申し込み

肺がん 40歳
以上

問診、胸部X線撮影 無料 当日会場で
直接申し込み喀痰細胞診

（問診の結果必要な方）
1,000円
※１

大腸がん
検診

40歳
以上

問診、
便潜血検査

300円
※１

事前に京都予防医学
センターに「はがき」
で申し込み※２

　勤務先などで検診を受け

る機会のない方を対象に、

がん検診を行います。右の

日程表のどの日でも受診で

きます。

検診内容

胸部（結核・肺がん）検診、
大腸がん検診のお知らせ

７月23日（火）下京中学校
７月24日（水）七条中学校
７月30日（火）醒泉小学校
８月１日（木）光徳小学校
８月５日（月）下京渉成小学校
いずれの日も
午後１時30分から３時まで

日程

クールスポット

実施日時・上映作品
実施日 映画タイトル

午前の部（10時～） 午後の部（14時～）
８月３日（土） ︲ 東京物語
８月10日（土） ピーターパン（アニメ） 丹下左膳
８月17日（土） ピノキオ（アニメ） カサブランカ

８月24日（土） ふしぎの国のアリス
（アニメ） ︲

下京区基本計画
を着実に推進

下京区民
まちづくり
会議

京
都
市
立
洛
友
中
学
校

～
世
代
を
越
え
た

�

心
の
交
流
会
～

みんなの手で
下京のまちを美しく！環境月間報告

京
の
夏   

さ
わ
や
か
マ
ナ
ー
で   

事
故
防
止

平
成
25
年  

夏
の
交
通
事
故
防
止
市
民
運
動

運 動
重 点

〇
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

〇
自
転
車
の
安
全
な
利
用
の
促
進

〇 

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
・
使
用
の
徹
底

〇
悪
質
・
危
険
運
転
の
追
放

7
月
21
日（
日
）～
8
月
20
日（
火
）

有隣学区
豊園学区

菊浜学区

郁文学区

松ま
つ

居い

米よ
ね
　
ぞ
う三

さ
ん

　
（
公
益
財
団
法
人

　
　

四
条
町
大
船
鉾
保
存
会
理
事
長
）

大船鉾（京都市無形文化遺産展
示室（京都ヨドバシビル１階））


